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建設しました。
　本施設はストーカ式焼却炉を備えた焼却施設
とリサイクルセンターで構成されています。
　竣工からまもなく 1年を迎え、安定処理を継
続しています。

3．施設の概要
・施設名称：�名護市一般廃棄物処理施設
・所 在 地：名護市字安和 1863 番地 13
・処理能力：
　焼却施設　58t/ 日（29t/16h × 2 炉）
　リサイクルセンター　5.9t/ 日
　管理棟
　付 属 棟：�計量棟、車庫棟、洗車棟
・敷地面積：約 22,390 ㎡
・竣　　工：令和 7年 2月 28 日

カナデビアE&E株式会社

名護市

人々の幸せを願い、可能性に向かって突き進む「あけみお」のまち
名護市一般廃棄物処理施設

1．はじめに
　名護市は、1970 年 8 月に名護・屋部・羽地
・屋我地・久志 5町村が合併し誕生しました。�
沖縄本島北部に位置し、総面積 210.80 ㎢で沖
縄県の総面積（2,282.11 ㎢）の約 9 ％を占め、
竹富町、石垣市に次いで広大な面積を有してい
ます。
　1973 年 8 月には市政 3 周年を記念し市民憲
章とともに「ガジュマル」「スイジガイ」「シロ
ギス」「カンヒザクラ」「リュウキュウメジロ」「テ
ッポウユリ」「コノハチョウ」の 7つのシンボ
ルが制定されています。
　名護市のシンボルの中でも樹齢 300 年といわ
れる「ガジュマル」と名護中央公園の公園内に
ある名護城跡に咲く「カンヒザクラ」は日本の
桜の百選にも選ばれ、共に観光としても有名で
す。
　また 1979 年以来、日本ハムファイターズの
春季キャンプが名護市営球場で行われており、
多くの観光客が訪れています。

2．施設の紹介
　名護市では、一般廃棄物の焼却処理を名護市
環境センター（以下、旧施設）にて行ってきま
したが、稼働開始から 40 年以上が経過し、施
設の老朽化が著しく進行したことを受け、より
効率的かつ環境負荷の低減を図るため、新たに
名護市一般廃棄物処理施設（以下、本施設）を 施設全景
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4．施設の特徴
①　市民の利便性を考慮した施設
　以前は、プラスチックごみは市内での処理が
出来なかったため、他市町村に処理を依頼して
いましたが、本施設の稼働により焼却処理が可
能となり、分別区分の簡素化により市民の負担
軽減に寄与しています。
　旧施設とは異なり、計量機を入口用と出口用
に 2基設置し、施設内での渋滞・混雑を防止し
ています。さらに車両ナンバーによる計量デー
タ管理システムを導入することで、一般持込時
の受付が以前より円滑に行えるようになりまし
た。
　施設入口の計量棟と管理棟には、伝統を感じ
られる赤瓦を採用し、市民に親しまれるデザイ
ンとしています。
②　資源循環に取り組む施設
　リサイクルセンターでは、不燃・粗大ごみお
よび資源ごみから資源の回収・分別を行うほか、
焼却施設でも焼却灰から磁選機による鉄分除

去、振動篩によるセメント資源と不適物の選別
を実施し、それぞれを再資源化しています。こ
れにより、最終処分量の削減と資源の有効利用
に貢献しています。
　施設内には、見学者向けの説明設備を備え、
廃棄物処理の仕組みを学べる環境教育の場を提
供しています。さらに、排ガスの余熱を利用し
た給湯設備を備え、場内給湯のほか管理棟屋上
の足湯に利用し、学んだことを体験できる仕組
みを整えています。
　加えて、太陽光発電を導入し、照明等の電源
として利用することで、省エネルギー化と脱炭
素化を推進しています。

計量棟及び管理棟

焼却施設フローシート
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◇ 21世紀の森ビーチ
　名護市の 21 世紀の森公園内にある「21 世紀
の森ビーチ」は、人々に愛される美しいビーチ
です。白い砂浜と穏やかな波が特徴で、特に小
さなお子様連れに人気です。遊泳期間中は、シ
ャワーや更衣室も完備されています。バーベキ
ューエリアでの食事や、美しいサンセットが楽
しめるビーチとしても有名。静かな環境で、ビ
ーチヨガなども楽しめます。

◇轟の滝
　轟の滝は名護市にある滝で、大きな一枚岩の
間から落下し飛び散る水しぶきは自然の力強さ
を感じられます。周囲は森に囲まれており、お
散歩にも最適な人気のスポットとなっていま
す。

名護市のご紹介
◇ひんぷんガジュマル
　沖縄県名護市の中心部に堂々と立つ「ひんぷ
んガジュマル」は、樹齢 300 年以上とされる国
指定天然記念物の巨木です。
　この威風堂々たるガジュマルは、名護市のシ
ンボルとして市民に愛され、また沖縄を訪れる
観光客にとっても人気のスポットとなっていま
す。

◇名護中央公園
　名護中央公園は「日本さくら名所 100 選」に
も選ばれ、沖縄で最も早い桜を楽しめる絶景ス
ポットです。1 月下旬から 2 月上旬にかけて、
カンヒザクラが咲き誇り、東シナ海との美しい
コントラストが訪れる観光客の心に残る風景と
なっています。公園内の桜並木や「さくらの園」、
名護城跡へ続く石段など、桜の名所が点在し、
毎年 1月下旬に開催される「名護さくら祭り」
では、桜グッズや桜スイーツも楽しめます。

ひんぷんガジュマル

名護中央公園のカンヒザクラ
（写真提供元：ばんない堂）

21世紀の森ビーチ
（写真提供元：photoAC）

轟の滝
（写真提供元：photoAC）




